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高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
平
均
寿
命
の
伸
び

と
と
も
に
認
知
症
の
方
が
増
え
る
中
で
、
地

域
や
施
設
で
い
つ
ま
で
も
人
が
人
ら
し
く
生

活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
認
知
症

に
つ
い
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。

株
式
会
社
「
う
え
も
り
」
の
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
ふ
れ
あ
い
施
設
長
、
桑
原
さ
わ
江
さ
ん

に
「
地
域
で
、
み
ん
な
で
、
支
え
る
認
知
症

ケ
ア
」
を
テ
ー
マ
に
介
護
現
場
で
の
体
験
を

通
し
て
、
認
知
症
の
方
と
の
関
わ
り
方
な
ど

を
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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宮
津
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
主
催

の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い
」
で
、
参
加

者
三
十
三
名
が
京
都
市
伏
見
区
に
あ
る
京

み
や
こ

エ

コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
出
か
け
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
に
は
一
階
か
ら
三
階
ま
で
と
屋

上
に
、
ご
み
・
水
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
買
い
物

に
つ
い
て
の
環
境
問
題
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
関
係

の
展
示
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
案

内
で
見
学
し
ま
し
た
。
「
一
人
が
一
日
に
使

う
水
量
は
約
三
一
四
�
で
、
汚
染
し
た
水
を

処
理
す
る
に
は
三
倍
の
水
が
必
要
と
な
る
」

と
の
こ
と
。

参
加
者
一
人
一
人
が
ふ
だ
ん
の
暮
ら
し
の

中
で
で
き
る
環
境
に
や
さ
し
い
取
組
み
に
つ

い
て
考
え
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
の
ス
タ
ッ
フ
約
五

十
名
参
加
の
も
と
、
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

三
地
区
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
防
災
を
意
識

し
た
活
動
や
、
男
性
中
心
の
活
動
、
モ
デ
ル

事
業
を
受
け
た
活
動
な
ど
に
つ
い
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
例
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
サ
ロ
ン
活
動
全

般
に
つ
い
て
意
見
交
換
等
を
行
い
、
今
後
の

活
動
に
向
け
て
有
意
義
な
交
流
会
と
な
り
ま

し
た
。

高
齢
者
見
守
り
活
動
の
一
環
と
し
て
、
サ

ロ
ン
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
な
ど
二
十
二
名

の
参
加
の
も
と
、
サ
ロ
ン
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ

や
事
例
報
告
、
意
見
交
換
会
を
通
じ
て
、
活

動
実
施
に
向
け
て
基

礎
を
学
び
ま
し
た
。

宮
津
市
・
与
謝
野
町
・
伊
根
町
社
協
で
組

織
す
る
与
謝
地
方
社
会
福
祉
協
議
会
連
絡
協

議
会
が
、
京
都
府
知
事
の
研
修
事
業
指
定
を

受
け
、
十
月
一
日
か
ら
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
二

級
の
養
成
研
修
を
開
講
し
ま
し
た
。

三
十
六
名
の
受
講
者
は
岩
滝
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
講
義
や
演
習
を
受
け
、
そ
の
後
施

設
等
で
の
実
習
を
終
え
、
二
ヶ
月
に
わ
た
っ

た
研
修
を
修
了
し
ま
し
た
。
今
後
、
与
謝
地

方
で
の
介
護
現
場
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
元
気
対
策
事
業
の
一
環
で
開
催
し

た
と
こ
ろ
、
十
八
チ
ー
ム
（
一
〇
五
人
）
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

十
二
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
「
歳
末

た
す
け
あ
い
募
金
運
動
」
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。
自
治
会
長
様
を
は
じ
め
、
市
民
の
み

な
さ
ま
、
企
業
ま
た
は
団
体
様
に
は
募
金
活

動
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
年
末
に
は
、
お
い
し
い
味
噌
を
対
象
者
宅

に
、
ま
た
障
害
者
施
設
通
所
者
に
激
励
金
を

お
届
け
す
る
等
、
在
宅
福
祉
事
業
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た

募
金
の
配
分
に
つ
い
て

は
、
次
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

介
護
員
養
成
研
修

●
成
績

（
実
力
試
し
ブ
ロ
ッ
ク
）

優
　
勝
　
　
喜
多
（
上
宮
津
）

準
優
勝
　
　
栗
田
Ａ

（
栗
田
）

三
　
位
　
　
ア
ポ
ロ
（
西
部
）

（
初
心
者
・
仲
良
し
ブ
ロ
ッ
ク
）

優
　
勝
　
　
須
津
長
寿
会
（
吉
津
）

準
優
勝
　
　
宮
津
シ
ル
バ
ー

三
　
位
　
　
社
協

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

京
都
府
社
会
福
祉
大
会

平
成
20
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

地
域
で
支
え
る
認
知
症
ケ
ア

十
一
月
二
十
五
日
�

福

祉

セ

ン

タ

ー

広
が
る
サ
ロ
ン
の
輪

十
一
月
二
十
七
日
�

福

祉

セ

ン

タ

ー

サ
ロ
ン
活
動
を

始
め
よ
う
！
講
座

十
一
月
六
日
�

福
祉
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い

十
一
月
十
七
日
�

京
み
や
こ

エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
へ

京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状

（
事
業
協
力
者
）

城
c

賢

そ
の
後
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
、
今
後

地
域
や
施
設
の
中
で
ど
ん
な
サ
ポ
ー
ト
が
必

要
か
、
ど
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き

る
の
か
、
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

【
お
詫
び
】

先
月
号
で
「
平
成
二
十
年
度
宮
津
市

社
協
会
員
」
の
掲
載
を
し
ま
し
た
が
、

特
別
会
員
の
項
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
お
詫
び
し
て
修
正
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

★
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）
宗
徳
建
設
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式
会
社

（
正
）
宋
徳
建
設
株
式
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追
加
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所
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二
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（
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）
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都
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都
市
）
で
京
都
府
社
会
福
祉
大
会
が
開

催
さ
れ
、
社
会
福
祉
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
宮
津
市
か
ら
は
以
下
の

個
人
・
団
体
が
受
賞
さ
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ま
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た
。
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）
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（
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に
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催
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全

国
社
会
福
祉
大
会
」
で
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市
社
協
の
ほ
か
、

次
の
方
が
表
彰
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れ
ま
し
た
。
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）
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）
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史
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）
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代
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園
）
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（
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橋
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郷
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（
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郷
）
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テ
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労
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テ
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ボ
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高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
平
均
寿
命
の
伸
び

と
と
も
に
認
知
症
の
方
が
増
え
る
中
で
、
地

域
や
施
設
で
い
つ
ま
で
も
人
が
人
ら
し
く
生

活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
認
知
症

に
つ
い
て
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
開
催
し

ま
し
た
。

株
式
会
社
「
う
え
も
り
」
の
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
ふ
れ
あ
い
施
設
長
、
桑
原
さ
わ
江
さ
ん

に
「
地
域
で
、
み
ん
な
で
、
支
え
る
認
知
症

ケ
ア
」
を
テ
ー
マ
に
介
護
現
場
で
の
体
験
を

通
し
て
、
認
知
症
の
方
と
の
関
わ
り
方
な
ど

を
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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宮
津
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
主
催

の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い
」
で
、
参
加

者
三
十
三
名
が
京
都
市
伏
見
区
に
あ
る
京

み
や
こ

エ

コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
へ
出
か
け
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
に
は
一
階
か
ら
三
階
ま
で
と
屋

上
に
、
ご
み
・
水
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
買
い
物

に
つ
い
て
の
環
境
問
題
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
関
係

の
展
示
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
案

内
で
見
学
し
ま
し
た
。
「
一
人
が
一
日
に
使

う
水
量
は
約
三
一
四
�
で
、
汚
染
し
た
水
を

処
理
す
る
に
は
三
倍
の
水
が
必
要
と
な
る
」

と
の
こ
と
。

参
加
者
一
人
一
人
が
ふ
だ
ん
の
暮
ら
し
の

中
で
で
き
る
環
境
に
や
さ
し
い
取
組
み
に
つ

い
て
考
え
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
活
動
の
ス
タ
ッ
フ
約
五

十
名
参
加
の
も
と
、
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

三
地
区
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
防
災
を
意
識

し
た
活
動
や
、
男
性
中
心
の
活
動
、
モ
デ
ル

事
業
を
受
け
た
活
動
な
ど
に
つ
い
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
例
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、
サ
ロ
ン
活
動
全

般
に
つ
い
て
意
見
交
換
等
を
行
い
、
今
後
の

活
動
に
向
け
て
有
意
義
な
交
流
会
と
な
り
ま

し
た
。

高
齢
者
見
守
り
活
動
の
一
環
と
し
て
、
サ

ロ
ン
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
な
ど
二
十
二
名

の
参
加
の
も
と
、
サ
ロ
ン
活
動
の
ノ
ウ
ハ
ウ

や
事
例
報
告
、
意
見
交
換
会
を
通
じ
て
、
活

動
実
施
に
向
け
て
基

礎
を
学
び
ま
し
た
。

宮
津
市
・
与
謝
野
町
・
伊
根
町
社
協
で
組

織
す
る
与
謝
地
方
社
会
福
祉
協
議
会
連
絡
協

議
会
が
、
京
都
府
知
事
の
研
修
事
業
指
定
を

受
け
、
十
月
一
日
か
ら
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
二

級
の
養
成
研
修
を
開
講
し
ま
し
た
。

三
十
六
名
の
受
講
者
は
岩
滝
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
講
義
や
演
習
を
受
け
、
そ
の
後
施

設
等
で
の
実
習
を
終
え
、
二
ヶ
月
に
わ
た
っ

た
研
修
を
修
了
し
ま
し
た
。
今
後
、
与
謝
地

方
で
の
介
護
現
場
で
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
元
気
対
策
事
業
の
一
環
で
開
催
し

た
と
こ
ろ
、
十
八
チ
ー
ム
（
一
〇
五
人
）
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

十
二
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
「
歳
末

た
す
け
あ
い
募
金
運
動
」
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。
自
治
会
長
様
を
は
じ
め
、
市
民
の
み

な
さ
ま
、
企
業
ま
た
は
団
体
様
に
は
募
金
活

動
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
年
末
に
は
、
お
い
し
い
味
噌
を
対
象
者
宅

に
、
ま
た
障
害
者
施
設
通
所
者
に
激
励
金
を

お
届
け
す
る
等
、
在
宅
福
祉
事
業
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た

募
金
の
配
分
に
つ
い
て

は
、
次
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

介
護
員
養
成
研
修

●
成
績

（
実
力
試
し
ブ
ロ
ッ
ク
）

優
　
勝
　
　
喜
多
（
上
宮
津
）

準
優
勝
　
　
栗
田
Ａ

（
栗
田
）

三
　
位
　
　
ア
ポ
ロ
（
西
部
）

（
初
心
者
・
仲
良
し
ブ
ロ
ッ
ク
）

優
　
勝
　
　
須
津
長
寿
会
（
吉
津
）

準
優
勝
　
　
宮
津
シ
ル
バ
ー

三
　
位
　
　
社
協

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

京
都
府
社
会
福
祉
大
会

平
成
20
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

地
域
で
支
え
る
認
知
症
ケ
ア

十
一
月
二
十
五
日
�

福

祉

セ

ン

タ

ー

広
が
る
サ
ロ
ン
の
輪

十
一
月
二
十
七
日
�

福

祉

セ

ン

タ

ー

サ
ロ
ン
活
動
を

始
め
よ
う
！
講
座

十
一
月
六
日
�

福
祉
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い

十
一
月
十
七
日
�

京
み
や
こ

エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
へ

京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状

（
事
業
協
力
者
）

城
c

賢

そ
の
後
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
、
今
後

地
域
や
施
設
の
中
で
ど
ん
な
サ
ポ
ー
ト
が
必

要
か
、
ど
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
で
き

る
の
か
、
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

【
お
詫
び
】

先
月
号
で
「
平
成
二
十
年
度
宮
津
市

社
協
会
員
」
の
掲
載
を
し
ま
し
た
が
、

特
別
会
員
の
項
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
お
詫
び
し
て
修
正
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

★
（
誤
）
宗
徳
建
設
株
式
会
社

（
正
）
宋
徳
建
設
株
式
会
社

★
（
追
加
）
養
老
診
療
所

十
一
月
二
十
八
日
（
金
）
京
都
テ
ル
サ

（
京
都
市
）
で
京
都
府
社
会
福
祉
大
会
が
開

催
さ
れ
、
社
会
福
祉
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
が

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
宮
津
市
か
ら
は
以
下
の

個
人
・
団
体
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

十
一
月
七
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
た
「
全

国
社
会
福
祉
大
会
」
で
宮
津
市
社
協
の
ほ
か
、

次
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
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永
年
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続
功
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）

和
久
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英
代
（
天
橋
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）

京
都
府
知
事
表
彰

（
社
会
福
祉
事
業
功
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）

有
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幸
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す
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平
井
　
恵
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保
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）
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府
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福
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会
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長
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会
福
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業
特
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功
労
者
）

井
隼
　
弘
幸
（
成
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事
）
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史
（
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青
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（
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天
橋
の
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（
天
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の
郷
）

（
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テ
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）

ボ
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テ
ィ
ア
広
報
委
員
会

第
十
二
回
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会
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ボ
ー
ル
大
会
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日
�
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平
成

十
八
年

十
一
月

に
発
足

し
て
丸

二
年
が

経
過
し

ま
し
た
。

三
世
代

同
居
を

体
験
し
、

子
育
て

も
終
わ
り
孫
の
顔
を
見
る
よ
う
に
な
っ

た
主
婦
三
人
が
地
域
の
民
生
委
員
さ
ん

や
近
所
の
方
を
巻
き
込
み
な
が
ら
始
め

ま
し
た
。

大
正
生
ま
れ
か
ら
平
成
生
ま
れ
ま
で
、

誘
い
合
っ
て
の
自
由
参
加
で
す
が
、
ほ

と
ん
ど
が
女
性
で
す
。
実
施
日
は
、
月

の
第
二
月
曜
日
と
決
め
て
祭
日
に
重
な

る
と
前
後
の
週
に
変
更
し
ま
す
。

基
本
的
に
は
、
社
協
さ
ん
の
支
援
で
、

遠
出
を
す
る
と
き
は
バ
ス
を
利
用
し
て

参
加
者
も
負
担
し
ま
す
。

折
紙
、
手
芸
そ
れ
に
懐
か
し
い
歌
を

合
唱
し
、
思
い
出
話
、
体
験
談
を
話
す

人
、
耳
を
傾
け
る
人
、
互
い
の
人
の
和

が
憩
い
の
場
と
な
る
よ
う
願
っ
て
い
ま

す
。

井

崎

む
つ
枝
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亀
の
子
サ

ロ
ン
は
、
平

成
十
五
年
に

お
年
寄
り
の

生
き
甲
斐
づ

く
り
、
体
幹

機
能
の
維
持

な
ど
を
目
的

に
発
足
い
た

し
ま
し
た
。

当
初
は
一
人

暮
ら
し
の
方

を
対
象
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
の
方
々
に
参
加

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
毎
月
第
四
土

曜
日
に
、
わ
い
わ
い
と
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。
毎
月
、
内
容
に
変

化
を
こ
ら
し
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
な
い
よ

う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
苦
労
を
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。
最
近
は
、
参
加
者
が

ニ
ー
ズ
を
出
し
て
く
だ
さ
る
の
で
「
参

加
者
型
」
の
サ
ロ
ン
に
な
っ
て
行
く
こ

と
を
喜
ん
で
い
ま
す
。
課
題
と
し
て
は

男
性
の
参
加
が
少
な
い
の
で
女
性
中
心

と
な
っ
た
内
容
が
多
い
こ
と
で
す
。
今

後
も
、
参
加
者
ニ
ー
ズ
を
尊
重
し
な
が

ら
長
続
き
で
き
る
サ
ロ
ン
を
目
指
し
て

活
動
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

品

川

久

夫

1

亀
の
子
サ
ロ
ン　
（
亀
ケ
丘
）

サ
ロ
ン
を
始
め
て
、
早
六
年
目
に
な

り
ま
す
。
参
加
者
は
、
だ
い
た
い
六
十

〜
八
十
代
の
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
、
人
数

は
十
人
前
後
で
す
。
内
容
は
、
出
前
講

座
で
、
保
健
師
さ
ん
や
婦
警
さ
ん
な
ど

の
お
話
を
聞
い
た
り
学
ん
だ
り
、
腹
話

術
を
し
て
も
ら
っ
た
り
、
手
芸
、
輪
投

げ
、
歌
な
ど
い
ろ
い
ろ
で
す
。
ま
た
ジ

ャ
ム
作
り
の
得
意
な
会
員
さ
ん
に
、
ワ

イ
ワ
イ
と
マ
ー
マ
レ
ー
ド
作
り
も
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。
一
年
半
前
か
ら
、

心
身
の
健
康
、
老
化
防
止
の
一
環
と
し

て
、
週
三
回
ラ
ジ
オ
体
操
、
週
一
回
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

老
人
会
も
協

力
し
て
く
れ

ま
す
し
、
こ

れ
か
ら
も
、

地
区
の
楽
し

い
ふ
れ
あ
い

の
場
と
し
て
、

つ
な
が
り
を

深
め
助
け
合

っ
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま

す
。ス

タ
ッ
フ

一
同
よ
り

島
崎
仲
よ
し
サ
ロ
ン

波
路
サ
ロ
ン

サ
ロ
ン
会
で
の
愛
唱
歌
�

（
星
影
の
ワ
ル
ツ
　
調
）

一
、
一
度
だ
け
の
人
生
だ

大
事
に
し
よ
う
よ
こ
の
命

み
ん
な
で
し
あ
わ
せ
の

ワ
ル
ツ
を
歌
お
う

こ
の
世
に
生
ま
れ
た

し
あ
わ
せ
を

あ
か
る
く
楽
し
く
生
き
よ
う
よ

二
、
悲
し
い
時
は
共
に
泣
き

う
れ
し
い
こ
と
は
分
け
合
っ
て

み
ん
な
で
し
あ
わ
せ
の

ワ
ル
ツ
を
歌
お
う

仲
よ
く
行
こ
う
よ

人
生
を

一
人
ぼ
っ
ち
じ
ゃ
生
き
ら
れ
ぬ

三
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
た
し
あ
わ
せ
は

合
わ
せ
た
両
手
の
う
ち
に
あ
る

み
ん
な
で
し
あ
わ
せ
の

ワ
ル
ツ
を
歌
お
う

互
い
に
助
け
合
い

越
え
て
行
こ
う
よ
雨
あ
ら
し

四
、
夜
空
に
星
が
降
る
よ
う
に

み
ん
な
の
心
に
夢
が
わ
く

み
ん
な
で
し
あ
わ
せ
の

ワ
ル
ツ
を
歌
お
う

こ
の
世
で
つ
く
ろ
う

し
あ
わ
せ
を

花
咲
き
に
お
う
し
あ
わ
せ
を

し
あ
わ
せ
の
ワ
ル
ツ


